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わたくしたちは.利4良川と手i'35JGにかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です
わたくしたちは‘回邸主治化都市をめざす市民としての初

りをもち.明日への悶いをこめて、ここに市民磁t1をさだめます。

水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあび5にします
ムと体をきたえ 生き生きと働き 伸びゆくあひ』にします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸四あびこにします
ふるさとを愛し 文化を高め豊か怠あびこにします
みん芯で箆しあい きまりを守り 明るいあぴこにします

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

憲民市

7.1 
我孫子市役所総務部広報室

干2舟 1192圭沼孫子市我孫子1858笠10471<E籾1111

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
だ
れ
も
が
学
び
続
け
ら

れ
、
市
民
同
士
の
交
流
や
情
報
の
収
集

・
発
信
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。
市
制
施
行
犯
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て、

7
月
に
岩
工
し
、
平
成
川
年
・
4
月
に
開
館
の
予
定
で
す
。

生涯学習センターの運営にあなたの声を

バネルディスカッションを開催
合
施
設
と
し
て
砧
投
し
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
2

階
(
一
部
3
附
)
建
て
で
、
延
べ

平成14年4月に開館予定の生涯学習センター
(手賀沼側から見た完成予想図。1階手前が図書館)

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

生
か
す
た
め
、
各
分
野
の
専
門
家

か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
く
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
日
時

7
月
9
日
(H)午
後
2

時
か
ら
4
時
却
分

床
而
和
は
約
4
4
0
0
4m
。
総
wp

業
白
は
、
約
お
位
5
0
0
0
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

辿
物
や
駐
車
場

(
l
2
5
台
)

は
、
手
幻
沼
公
凶
の
自
然
や
住
宅

地
な
ど
の
周
辺
環
境
に
配
雌
し
、

2
附
テ
ラ
ス
や
屋
上
は
緑
化
し
て

散
策
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

i
階
は
、
図
mu館
と
学
習
施
設

で
、
中
央
に
は
東
西
の
入
口
と
阿

施
設
を
結
ぶ
、
延
長
特

m
日
さ
7

m
の
吹
き
抜
け
の
ス
ト
リ
ー
ト
が

広
が
り
ま
す
。
広
い
空
川
を
生
か

し
た
展
示
物
な
ど
が
、
季
節
ご
と

に
に
ぎ
わ
い
を
摘
出
し
ま
す
。

2
附
は
、
す
べ
て
学
習
や
集
会

用
の
施
設
で
す
。
多
様
な
利
川
形

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
6
つ

の
学
科
室
と
和
室
、
託
児
主
な
ど

を
設
け
ま
す
。
(
下
回
参
照
)

な
お
、
着
工
に
伴
い
、
周
辺
の

迎
行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

救
打
妥

μ会
社

会
教
育
A
E
(部
)1
1
5
i

V
場

所

川

村
学
園
女
子
大
学

(N
E
C我
孫
子
事
業
場
前
)

V
テ
l
マ

「
生
程
学
明
セ
ン

タ
ー
の
役
訓
」

V
参
加
費

無
料
一

V
問
い
合
わ
せ

教
育
委

μ会

社
会
教
育
凱
宮
(む
)
1
1
5
l

パネリスト

費藤誠さん(J11村学園女子大学

教授)

関口一郎さん (生涯学習複合施設

建設懇談会副会長)

竹内指 さん(千葉経済大学短期

大学部教授)

渡辺設ピさん (東京理科大学教授)

岡田新ーさん (岡田新一設計事務

所代表)

コーデイネーター

福嶋浩彦 (市長)

-

障害者への朗読サービス用の読書室
とパソコン利用者のための部屋です

受付窓口では、学習施設の利用手続きや総合案
内をします。情報カウンターでは、情報端末機
を操作して学習情報を得ることができます。

定員は150人。映写放送設憶や可動
ステージを備え、講演、集会展示‘
ダンスや軽スポーツにも利用できます。

青少年を対象とした図書や雑誌 CDや力セットテ
ープをそろえます。インターネットも利用できます。

約2万聞の児童図書をそろ
えます。おはなし室と小
中学生の調べものや学習用
のスペースも設けます。

d
e
cは
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

.モ喜正面

2階テラスと屋上lι 芝生や草花による緑地となります。テラスは学習室や
託児室利用者に開放し‘屋上は一般に開放します。屋上報化は‘脱望が楽し
めるだけでなく、景観になじみ断熱-省エネルギー効果が期待できます。

学習室E.F.Gの定員l持28入。
グループ活動などに利用できます。

定員(~54入。 講演会や集
会などに利用できます。

我
孫
子
市
は
却
回
目
の
限
生

日
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
先

制
方
の
耐
熱
と
努
力
を
引
き
継

ぎ
、
魅
力
あ
る
我
孫
子
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル

「
手
口
沼
」
も
、

少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ
て
い

(
仮
称
)
我
孫
子
市
生
泥
学
習

セ
ン
タ
ー
は
、
手
自
泊
公
園
の
隣

接
地
に
、
図
引
U

館
と
公
民
館
の
複

記念の式典と事業を開催

我
孫
子
市
は
、
附
和
何
年
7

月
1
日
、
全
国
で
5
6
5
4官目、

県
下
辺
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

そ
の
後
本
市
は
、

利
棋
川
と

手
幻
招
に
囲
ま
れ
た
水
と
触
の

泣
か
な
街
と
し
て
発
展
し
、
知

市

成

震長

浩
彦

ま
す
。
そ
の
ほ
と
り
に
は
生
漉

学
問
セ
ン
タ
ー
を
他
政
し
ま
す
。

介
担
保
険
も
始
ま
り
ま
し
た。

子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ
、

我

・
孫

・
子
の
3
佐
代
が
生
き

生
き
れ
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

化線

文
系
子
打
+
品
、
7
1
1
1
こ
打
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制
施
行
犯
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
制
施
行
当
時
は
約
4
万
7
0

0
0
人
だ

っ
た
人
口
も
、
現
在
は

約
ロ
万
8
0
0
0人
と
な
り
、
泣

か
な
自
然
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
制
施
行
却
周
年
を

祝
う
と
と
も
に
、
市
政
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
3
7
3
の
個
人
と
団

体
を
顕
彰
す
る
記
念
式
典
を
、

本

日
午
前
川
時
か
ら
市
民
会
館
で
開

仙
し
ま
す
。

ま
た
、
生
館
学
押
セ
ン
タ
ー
の

他
殺
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
記
念
事

業
の
概
要
は
、
1
・
2
・
3
而
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

複で力のなんみ線田

市
議
会
議
長

官
回

基
弘

周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。

引
世
紀
に
向
け
、
人
と
自
然

と
文
化
の
共
存
を
め
さ
し
、

「
潤
い
と
安
ら
ぎ
」

の
あ
る
快

適
都
市
環
境
実
現
の
た
め
、
議

会
も
そ
の
氏
務
を
mmた
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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市制施行30周年を記念した事業と、毎年実施されているもので

30周年記念と銘うった行事をお知らせします。皆さん奮ってご参

加・ご応募ください。
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初
怖
州

曲
川
内

http://www. c i t y.abiko. chiba. jp 

今日7月 1日から、我孫子市の公式ホームページがスター トします。

市からの最新情報をはじめ、公共施設の利用案内などを翻せた市民便

利帳、行政・ 議会情報、 手費沼情報‘イベント情報など、市民の皆さん

にさまざまな情報を提供していきます。ユニークなところでは、「家庭

でできる学校給食のレシピ (調理法)Jというページも用意しましたの

で、ご覧ください。

また、 「市政への手紙」のインターネット版である 「市政へのメール」

を用意しています。市政に対する 、ご意見やご要望をお寄せください。

(画面上部の「行政案内」をクリックすると市政へのメールが表示されます。)

なお、このホームページは、まだ完成品ではありません。このホーム

ぺージづく りに対するメールも受け付け、皆さんのご窓見をいただきな

がら、さらに内容を充実させていきます。(画面最上部の 「メール」を

クリックするか、またはメールアドレスhome@c i t y. a b i k o. c h i b 

a jp(こ)
我孫子市公式ホームページのア ドレスは次のとおりです。

http://'NINW. c i t y. a b i k o. c h i b a. j p 
砂問い合わぜ 広報室情報公開担当金(85)1111内線268
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〈画面は開発中のもので 、
実際とは若干異なりますノ

公
園
や
道
路
は
、
私
た
ち
の
最

も
身
近
な
公
共
施
設
と
し
て
、
多

く
の
人
に
利
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
に
よ
る
的い
怖
を

は
じ
め
、
何
年
白
治
会
な
ど
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
特
に
、
今
年
度
と
米
年

肢
の
2
カ
年
で
、
J
R会
駅
間
辺

の
道
路
と
歩
辺
の

m
Mや
幹
制
市

辺
の
路
日
前
日師
、
さ
ら
に
、
手
白

出
遊
歩
道
と
湖
北
台
中
央
公
固
な

ど
8
つ
の
公
幽
の
川い怖
を
虫
点
的

に
行
い
ま
す
。
(下
回
参
照
)

今
後
も
、
さ
わ
や
か
な
環
境
.つ

く
り
を
進
め
、
コ
ミ
の
な
い
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

辺
路
川
、
公
同

跡
地
ぷ
宮
(お
)1
1
1
1

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

初
周
年
記
念
映
画

「
心
輝
く
ま
ち
我
孫
子
」

我
孫
子
市
の
却
年
の
歩
み
と

現
従
を
記
録
し
た
映
同

「心
蝉

く
ま
ち
抜
孫
子
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
技
係
ιJがい
巾
に
な

っ
た
附
利
何
年
か
ら
今
日
ま
で

の
川
米
引
や
、
山
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
、ト
ボ
米
を
判
、つに
J

ど

も
た
ち
ゃ
-M
あ
ふ
れ
る
れ
析
の

委
、
我
孫

f
の
円
然
な
ど
を
げ

分
間
に
制
集
し
た
映
州
で
す
。

こ
の
映
画
を
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

に
し
て
、
市
内
小

・
中
学
校
に
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
プ
ラ
ザ

の
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
上
映
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
ご
一
家
出
等
で
ご
は
に
な

り
た
い
ぶ
は
、
7
H川
げ
日
(川
)か

ら
、
市
役
所
出
叫
ん
N
h
と
教
科
H

安
以

会
社
会
故
打
品
に
貸
し
出
し
川
の

テ
l
プ
を
川
政
し
ま
す
の
で
、
幻

聴
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

報
室
広
報
係
怨
(お
)I
I
I
-

佐
川
必
し
ま
す
。

似
州
地
は
、
市
民
の
併
さ
ん
か

ら
非
集
し
ま
す
。

応
…非
力
法
等
は
、

8
刀
1
日
分
の
広
報
あ
び
こ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

史
跡

・
名
勝
巡
り
コ

1
ス

手
自
出
入
n
M
を
含
め
、
手
到
沼

周
辺
の
史
跡

・
名
勝
を
巡
り
、
手

山口
泊
を
周
囲
で
き
る
よ
う
に
設
定

し
ま
す
。

手
賀
沼
統
一

マ
ー
ク

名
門
治
体
の
枠
を
越
え
て
手
幻

泊
イ
メ
ー
ジ
を
共
桁
す
る
た
め
、

手
判
以
前
山
迎
の
す
べ
て
の
場
開
で

仙
川
す
る
公
式
の
統

一
マ
l
ク
を

作
り
ま
す
。

こ
の
マ

l
ク
を
、
市
民
の
押
さ

ん
か
ら
必
集
し
ま
す
。

汗
し
く
は

広
報
8
M
l
Hサ
を
ご
覧
く
だ
さ

、
。

L
V
 

V
問
い
合
わ
せ

企
阿
訓
撚
担
当

官
(
出

)1
1
1
1内
総
2
1
1

ー ー

手
自
民
沼
マ
ッ
プ
を
作
成

mm年
を
記
念
し
て
、
手
川以削

や
そ
の
川
辺
の
日んど
こ
ろ
な
ど
を

ま
と
め
た
、
手
幻
れ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
旧
年
度
に
我
孫

子
市

・
柏
市

・
沼
陶
町
が
共
同
で

策
定
し
た
「
手
引
沼
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
梢
恕
」
に
誌
づ
く
も

の
で
す
。

こ
の
梢
想
は
、
市
民
の

交
流
を
・主
体
に
、
手
賀
川
山を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
手

釘
出
と
そ
の
周
辺
を
市
民
の
心
身

の
い
や
し
の
坊
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
手刺

Hm八川
川
、
史
跡

・
名

勝
巡
り
コ

l
ス
、
手
口
出
統

一
マ

ー
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定

・
作
成
し

ま
す
。手

賀
沼
八
景

手
白
泊
八
立
は
、

引
世
紀
に
お

け
る
手
白
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

仕掛け花火を行います

手賀沼花火大会

11:: 

今
年
も
下
到
泊
作
化
の
願
い

を
込
め
て
、
8
川
5
H
に
手
幻

川山
花
火
大
会
が
山
仙
さ
れ
ま
す
。

今
川
は
、
ぃ
山
制
施
行
加
川
山中

を
叫
念
し
た
仕
掛
け
花
火
を
行

う
予
定
で
す
。
押
さ
ん
お
そ
ろ

い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
花
火
大
会
中
I
H
の
交

通
組
制
等
洋
し
く
は
、
後
日
広

報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

商
工
観
克
却

宮
(お
)1
1
1
1
内
線
5
0
5
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あ
な
た
の
道
に
愛
称
を
つ
け
よ
う

皆

さ

ん

の

按

票

で

決

定

し

ま

す

市
制
施
行
却
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内
の
辺
に
愛

称
を
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

愛
称
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
道
路
愛
称
選
考

委
只
会
を
放
出
し
、
選
考
方
法

・
対
象
と
す
る

6
本

の
道
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
広
報
あ
び
こ

4
月

凶
日
号
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
迫
の
愛
称
を
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
諒
鈍
し
た
と
こ
ろ
、
4
0
2通
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
愛
称
の
候
柿
を
各
路
線
ご
と
に
、

3
つ
に
絞
り
ま
し
た
。
(左
図
参
照
)

最
終
的
な
愛
称
は
皆
さ
ん
の
投
裂
で
決
定
し
ま
す
。

投
京
方
法
等
詳
し
く
は
、
広
報
あ
ぴ
こ
7
月
同
日

号
に
投
誤
用
紙
を
折
り
込
み
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
党
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

っd
ワ
b

辺
路
訓
告
(お
)1
1
1
1
内
線
5

@ 布佐駅から都市計画道路3-5
-15号線

力工デ並木が続く布佐平和台
と、ケヤキ並木の新木駅南側を
結ぶ道て・す(平成13年度接続予
定)。周辺には歴史的遺跡が点
在し、過去と現在と未来が共存

している道のひとつです。

候補名

・あかね通り

.カエデ通り

・やすらぎの道

c.~、
司V• 

@ 都市計画道路3ート15号線

船戸から布佐まで、手賀沼べ
りを東西に走る未来のシンボル
ロードです。公共施設へのアク
セス道路で、道沿いには桜やア
ヤメなどが咲き、水鳥の姿も見
られます。また、この道から眺
める手賀沼の夕日は絶景です。

候補名

-オオバン通り

・湖水ライン

-手賀沼ふれあいライン

@ 水郷ラインから若草幼稚園

利根川の土手から国道356
号を抜け、湖北台団地を結ぷ道
です。NECや農地、住宅地を
通るこの道は、産業用、農業用、

生活用の道路として、さまざま
な表情を見せてくれます。

候補名
・四季の道

-パ ノラマ通り

・水のかけはし通り

久寺家1・2丁目から国道35 
6号

台地を結ぶ歩道橋が国道6号
をまたぎ、宙を歩くような不思
議な空間を作っています。目立
精機の桜が目を楽しませ、徒歩、
自転車、車それぞれが利用しや
すい、生活に密着した遣です。

候補名
・あおぞら通り

.丘の道

・レインボ ーロー ド

@ 天王台駅南口から都市計画道
路3-5ー15号線

天王台駅から南へほぽ一直線
の道です。手賀沼と住民を結ぶ
誘導路で、あやめまつりや花火
大会のころには、ハナミズキや
カエデの街路樹が、他市から訪
れる人々を迎えます。

候補名
・あやめ通り

.すず かぜ 通り

.コガモ通 り

@ 我孫子駅南口から手賀沼公園

緩やかな坂が手賀沼公園ヘ続

く、いにしえからの我孫子のメ
イン道路です。多くの通勤 ・通
学・買い物客に利用され、夏祭
リや花火大会では、身動きでき
ないほどのにぎわいを見せます。

候補名
・カッパ通り

・公園坂通 り

.八坂通り

私たちの身近な環境を考えよう

じい時原子!ありこイイゼ!
身
近
な
環
境
問
題
を
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
「
い
い
ぜ

政
孫
子
!
あ
ぴ
こ
イ
イ
ゼ
!
」
を

我
孫
子
背
年
会
議
所
と
と
も
に
行

い
ま
す
。

也
米
υ
川俊
工
坊
上、

唆
生
有
吋
，

1
1
t
u
Al
r
i
f
f
-
-

山政
な
ど
、
部
境
川
組
は
叶
一
界
的
レ

ベ
ル
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し、

こ
の
よ
う
な

大
き
な
問
題
も
私
た
ち

一
人
ひ
と

り
が
、
身
近
な
こ
と
や
す
ぐ
に
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
我
孫
子
の
美
し
い

自
然
を
将
来
に
践
す
た
め
に
、
私

た
ち
の
諮
ら
し
と
身
近
な
蹴
坑
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
親
子
で
、
お

友
達
同
士
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

V
日
程

8
月
初
日
(
土
)
か
ら
却

日
(
水
)〈
入
場
飢
…
料
〉

V
場
所

市
民
プ
ラ
ザ
、
あ
び
こ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ブ
ラ
ザ
ー
附

V
内
容
左
表
参
照

V
問
い
合
わ
せ

官

民

プ
ラ
ザ
宮

(幻
)
2
1
1
1

。イベン卜日程
〈市民フラザホール〉
・エコファンタジア(参加費100円)

8月26日(土)①11:00②14:00 
パントマイムをして‘見えない水に
ふれてみませんか

<it1こショッピンタ7ラザ1階包ンターコート〉
.環境大喜利

8月27日(日)①13:00②15:00
グリーンコンシューマーへの道

-コンサー 卜

8月27日(日)14:00 
若い演奏家の奏でる音楽をお楽しみ
ください

-クイスごエコラ リー

8月27日(日)
クイズに答えてサインを集め、プレ
ゼントをもらおう

受け付け 13:30-14:30
引き渡し (市民プラザホール)

14: 30-15: 30 

〈市民フラザ牟ヤラリー〉
8月26日(土)-30日(水)

10:00-18:00 
・我孫子と水の歴史 ・氷の芸術
-水の中の生物 ・我孫子の名産品
-不思議実験 ・ウォーターハープ演奏

教
育
委
員
会
主
催

幼
周
年
記
念
文
化
事
業

市
制
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
、
教
育
委
員
会
で
は、

さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
、
お
友
達
同

士
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

香
西
か
お
り
さ
ん
は
、
昭
和
臼

年
5
月
に
「
雨
酒
場
」

で
デ
ビ
ュ

ー
。
そ
の
後
、
数
々
の
ヒ

ッ
ト
曲

を
出
し
、

「川県
一ず
山坂
」
で
平
成
5
年

に
第
百
凶
レ

コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

今
年
4
凡
に
結
舶
を
し
て
、
さ

ら
に
磨
き
の
か
か
っ
た
「
か
お
り

出
歌
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

V
日
時

9
月
2
H
(上
)午
後
4

時
泊
分
間
場
、

5
時
印
刷

V
場

所

市

民
会
館

V
入
場
料

S
町
4
0
0
0円、

A
席
3
0
0
0円

(会
席
指
定、

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入

場
は
で
き
ま
せ
ん
)

V
入
場
券
発
売
所

平
賀
許
府
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
問
、
ブ
ッ

ク
ス

・
ス
ズ
キ
、
荒
井
件
席
、
市

民
会
館
内
売
市
ひ
ろ
が
り
、
ポ
ピ

i
、
写
点
の
お
ち
あ
い
布
佐
府
、

米
京
事
務
山
師
、
柏
そ
ご
う
、
柏
町

山
昼
、
取
手
と
う
き
ゅ
う

(7
月

L1ι
リ
?じ

7
川吋
ム
口
J

一

-r
rL
・u
n
h勺
J
ι
w-
H
Hμム
M

柄、

今
回
で
4
同
闘
を
迎
え
る

「あ

び
こ
結
い
芽
の

コ
ン
サ
ー
ト
」。

我
孫
子
に
古川
ち
、
説
ら
し
て
い

る
若
手
音
楽
家
の
み
ず
み
ず
し
い

感
性
あ
ふ
れ
る
出
器
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

V
日
時

7
月
同
日
(臼
)
午
後
1

時
泊
分
間
場
、
2
時
間
出

V
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

V
出
演
者

・
曲
目

石
川
純
子

(サ
ク
ソ
ホ
ン
)
:
ソ
ナ
夕
、
下
山

麻
弓

(フ
ル
ー
ト
)
:
・リ
ノ
ス
の

歌
、
坂
井
理
恋

(バ
イ
オ
リ
ン
)

・:
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
モ
デ
ラ
ー
ト
ほ

か
、
依
雌
康
子

(
ソ
プ
ラ
ノ
)
・:

初
恋
ほ
か
、
日
橋
治
チ

(
マ
リ
ン

バ
)
:
・マ
リ
ン
バ
・
コ
ン
チ
エ

ル

テ
ィ
l
ノ
ほ
か

V
入
場
料

大
人

1
3
0
0円、

向
校
生
以
下
8
0
0円

(会
席
自

由
)

V
入
場
券
発
売
所

平
判H
t
v
府
、

荒
井
杵
底
、

ブ
ッ
ク
ス

・ス
ズ
キ、

東
京
事
務
器
、

写
れ
(の
お
ち
あ
い

布
佐
応
、

ミ
リ
オ
ン
山
氷
山
保
我
係
子

庖
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
初
周
年

市民便利帳

来年2月に発行

市
の
施
設
案
内
や
各
種
周

け
出
、
相
祉
制
度
な
ど
を
l

品川
に
ま
と
め
た
市
民
便
利
似

を
平
成
日
年
2
月
に
発
行
し

ま
す
。

砕
し
く
は
後
円
、
広
報
あ

び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

広
報
宅
広

報
係
官
(部
)1
1
1
1

催事名 B 程・場 所 内 容

学校の遺跡 (仮称)
8月5日(土).......8日(火) 市内の学校および周辺の

市 民プラ ザ 出土遺物の展示

第43固 10月8日(日)，，-，11月12日(日) 26部門の団体と市民参加

我孫子市文化祭 市民会館‘中央ー湖北地区公民館 による展示と発表

第 14回 11月25日(土)，，-，12月6日(水)
洋画 ・日本画等の作品展

我孫子市絵画展 市民プラザ(休館日を除く)

第21回郷土芸能祭
12月3日(日) ー 市内1;:::伝わる民俗芸能や

湖北地区公民館 お瞬子(はやし)

市民コンサート 19 12月10旦L甲Lーーーー 我孫子市民フィ ル(;:::よる

市 民 ~ 館 市民コンサー 卜ヨ玄

冬休み劇場 人形劇 12月24旦L巳2_ーーーーーーー 人形劇団むすび座による
西遊記 「悟空誕生の巻J市 民 4zb コE 館 人形劇 (親子対象)

故 岡田 正二 寄贈 子艮131f2~2仰はと27日li~L 故岡田正二さんの寄贈作
絵画展 (仮称) 市 民 プ フ ザ 品による絵画展

vそのほかの30周年記念文化事業
を
記
念
し
た
催
し
を
右
衰
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
後
H
、
広
報
あ
び
こ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
o

v問
い
合
わ
せ

教

育
委
員
会
文

化
却
宮
(お
)l
1
5
1



(4) 

市
で
は
、
仕
事
な
ど
で
平
日
窓

口
に
来
ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
、

土

-
H
附
日
に
、

市
税
(
市
・
凡

民
税
、
固
定
資
産
税
、
峰
自
動
車

税
)
と
国
民
他
府
保
険
税
の
税
務

相
談
を
行
い
ま
す
。

当
H
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

V
日
時
・
場
所

7
刈
却
H
(土
)、

初
日
(
日
)
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
、
市
役
所
本
庁
1
附

収
税
制

(4
月
か
ら
場
所
が
変
わ

り
ま
し
た
)

※
当
日
、
市
役
所
は
閉
庁
の
た
め
、

正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

職
只
玄
凶
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(上
図
参
照
)

V
問
い
合
わ
せ

収
税
限
宮
(
白
)

5
8
4
3
(当
日
に
限
る
)

主な基金の11年度末
現在の積立額

財政調整基金…14億5000万円

. 3億 400万円

5800万円

4400万円国際交流基金…

ふるさと手賀沼 … 1億1100万円
ふれあい計画推進基金

社会福祉事業基金 … 4億4500万円

. 3億 800万円

6100万円

i青婦工場建設基金… 3億3600万円

る 理め場計 :rJf. 
会 す に 合を 業
剖ーる 、と 員支の
で必 一 、けよ
す要般特るう
。が会定 こ に

-あ計のと
守 ると事と法 .
4場区栄さ律|成回線複Itft整備基金… 9200万円
参 合分をれで l

理に し行 て特 ※財政調整基金・・年度問の財源の不均衡を
[没 て うい 別 調整するための積立金。
け 経 た る 会 副首基金…市債の返済のための積立金。

平
成
日
年
度
予
算
の
執
行
状
況

平日に納税できない方ぜひご来庁を

特別税務相談

2000.7.1 

『

『

口
令
国

巾止

庁舎地築基金…

スポーツ振興基金…

*
手
到
沼
公
回
久
寺
家
川
側
道
路
改

良

3

位

2
1
1
1万
円

*
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
2
偲
6
0
6

4
万
円

*
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
路
側

2
位
6
6
3
万
円

*
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1
派
遣

1
位

8
3
5
9
万
円

*
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

1
位
7
9
1
1
万
円

*
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
施
設
蛙

備
校
等
制
助

l
位
7
2
4
7
万

円*
休
日
珍
療
所
勉
股
お
よ
び
迎
合

1
位
2
6
4
8
万
円

牢
「
人
に
や
さ
し
い
収
」
腕
仰

(
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
般
世
な
ど
)

1
位

2
1
7
8
万
円

人
当
た
り
、

一
世
初
当
た
り
の
貸

別
と
納
税
制
は
凶
の
と
お
り
で
す
。

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
刊
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

i成償基金

緑の基金

使われた賢用
246.573円

納税額

144.839円

一人当たリ

v表3

羽
目
ご
と
の
金
制
と
前
年
度
と

の
対
比
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

甘
コ
ュ
下
町
立
、
行
凡又

治

主

計

σ
守

3
f
』

T
f

所
行
政
情
報
資
料
室
、
市
民
図
む

館
本
館

・
分
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

般
AQE 
計

H
M
I
M
-
2
T
tTJ
ま
、
ー
肝
N

，、
k

f
若
干ノ
判引
千

y・4

3
羽
カ
鎚

年
度
に
わ
た

っ
て
継
続
す
る
助
合

に
、
将
来
に
わ
た
る
支
払
い
の
約

束
を
す
る
も
の
で
す
。

市
債
は
元
利
伯
泣
が
進
ん
だ
た

め
、
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
は
利

率
の
見
直
し
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
波
山
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

(表
2
参
照
)

使われた費用

/674.636円

r 

ハ
今年
度
予
算
の
執
行
状
況
は
、

予
算
3
2
2
億
1
7
1
8
万
円
に

対
し
て
、
収
入
は
3
2
5
偲
4

4

6
0
万
円

(収
入
率

I
o
--
O

%
)
、
支
出
は
3
1
4
憶
2
7
9

3
万
円

(執
行
車
仰

・
6

%
)
に

な
る
比
込
み
で
す
。

収
入
か
ら
支
山
を
差
し
引
い
た

制
は
約
日
低
1
7
0
0
万
円
に
な

り
、
ロ
年
度
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

納税額

396.287円

一世穏当たり

主

な

事

業

平
成
U
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

淡
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

*
我
孫
子
駅
前
北
都
市
改
造

惚
1
9
4
4
万
円

*
地
域
振
興
券
交
付

2
1
万
円

水

道

事

業

会

計

h
p
収
税
課
案
内
図

市
僚
と
債
務
負
担
行
為

14 

支
所
・
行
政
連
絡
所
で
の
税
務
証
明
が
即
日
交
付
に

市
仙
は
、

一
時
に
多
額
の
純
資

を
必
裂
と
す
る
邪
撲
の
財
搬
に
充

て
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
、
借
金

で
す
。

水
道
耶
按
は
、
市
が
経
営
す
る

地
方
公
常
企
業
で
、
そ
の
級
官
は

独
立
探
詐
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。

日
年
度
の
決
竹
村
見
込
み
は
、
表

5
の
と
お
り
で
す
。

資
本
的
支
出
の
主
な
内
容
は
、

妻
子
原
浄
水
域
の
送
水
管
設
備
工

事
と
1
号
浄
水
ポ
ン
プ
改
良
工
事
、

湖
北
台
浄
水
場
の
洗
浄
排
水
ポ
ン

プ
設
世
工
事、

石
綿
セ
メ
ン
ト
官

等
の
老
朽
配
水
竹
の
布
設
替
工
耶

と
企
業
仙
の
返
済
等
で
す
。

ま
た、

資
本
的
収
支
の
不
足
舶

は
、
過
年
度
か
ら
の
内
部
印刷
保
資

金
で
補
て
ん
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
平
成
日
年
度
末
の
企
業

偵
未
返
済
残
日
は
、
百
億
5
1
8

2
万
円
で
す
。

基

金

3
位
4

5

7
月
3
日
か
ら
税
務
証
明
が
そ
の
場
で
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

法
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
資
金
を
和
み
立
て
た
り
、
迎
用

し
た
り
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

主
な
基
金
の
平
成
H
年
度
末
現

在
の
樹
立
相
は
、
表
3
の
と
お
り

で
す
。

一一、=

7
月
3
日
(
月
)
か
ら
、

支
所
と
行

政
辿
絡
所
で
の
税
務
証
明
性
の
交

付
が
、

従
来
は
翌
日
交
付
で
し
た

が
、
そ
の
場
で
交
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ

、
。

L
V
 

た
だ
し
、
次
の
証
明
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
翌
日
交
付
と
な

り
ま
す
。

①
軽
自
動
車
の
車
検
用
納
税
証
明

で
、
4
月
1
日
以
降
に
名
義
変
更

さ
れ
た
方
、
お
よ
び
新
規
目
立
録
さ

れ
た
方

②
市
の
別
紙
で
な
い
、
各
柏
疏
明

願
い
・:
勤
務
先
や
学
校
が
作
成
し

て
い
る
用
紙
に
、
証
明
耶
項
を
記

入
す
る
よ
う
な
も
の

※
市
役
所
課
税
課
窓
口
で
は
、
い

ず
れ
も
そ
の
場
で
交
付
で
き
ま
す

V
問
い
合
わ
せ

課
税
課
税
政
係

官
(白
)
1
1
1
1
内
線
3

3
8

市債現在高 債の務未払負担額

11年度 219憧6500万円 14億9300万円

10年度 223億7800万円 29億7800万円

9年度 225億300万円 36億2000万円

市
民
の
負
担
額

市債・債務負担の推移

電界

市
が
行
、つ
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
市
税
の
ほ
か
、
国
や

県
か
ら
の
楠
助
金
、
借
入
金
で
あ

る
市
位
な
ど
で
附
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
ロ
年
4
月
1
日
現
在
の
人

口
ロ
万
7
4
5
9
人
、
世
的
数
4

万
6
5
8
5
世
W
で
村外
出
し
た

一

語読

特

別
AQE 
言十

v表2

特
別
会
叶
は
、
国
民
他
山
似
険

公債費

消防費

商工費

議会費

農林水産業費

合計

※
雨
天
、
強
風
、
濃
緩
の
場
合
は

順
延
と
な
り
ま
す
。
口
利
相
変
更
の

際
は、

広
報

4
・
防
災
行
政
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

散
布
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

①
当
日
は
、
危
険
防
止
只
の
指
示

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
散
布
中
は
、
散
布
水
田
区
域
内

で
の
倣
渉
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

③
柴
剤
が
身
体
等
に
付
泊
し
た
助

A
H
は
、
念
の
た
め
入
浴
、
う
が
い
、

衣
却
の
洗
川
仰
を
、
ま
た
、
川
中
間
に

か
か
っ
た
場
令
は
、
洗
市
小
を
し
て

く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

良
政
品
宮
(お
)

li--内
線
5
1
3

H
費

費

費

費

費

壮

生

務

木

育

生

支

民

総

土

教

衛

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
稲
の

民
諜
空
巾
散
布
は
、
広
域

一
斉
防

除
を
す
る
こ
と
で
防
除
効
果
を
日

め
る
と
と
も
に、

部
刑
の
過
剰
使

用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
同
川
に
、

良
質
米
の
安
定
生
躍
を
図
る
う
え

で
も、

重
要
な
防
除
手
段
で
す
。

今
年
も
、
次
の
と
お
り
空
中
倣

布
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
、
ご

』

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
日
程
・
場
所
*
7
刀
H
U

(火
)
:
・
利
根
川
沿
い
水
凹

*

7

H
ロ
リ
(
水
):・
手
引
間
的
い
水

m

※
H
U
、
は
け
の
川

u、
村
山
と

例
市
町
で
も
同
級
に
、

品川
制作
ι
小

散
布
を
行
い
ま
す

V
時
間

午
前
4
時
叩
分
別
か
ら

8
時
加
分
凶
ま
で

(尺
怯
等
の
状

況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
越
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
)

+43.8% 

-11.2% 

+90.6% 

-6.1% 

+2.2% 

+ 16.7% 
+1.0% 

+2.1% 

-89.4% 

-18.1% 

+ 7.4% 

+27.3% 
80傾 7070万円
63億 3936万円a 

54億 8207万円
+3.8% 52億 7928万 円

+1叫 5ど億3563万円

51億 6296万円
34倦 7377万円

-7.9% 37億 7006万円l 刈 5886万円ト19.0% I 29億 747万円

-0.8% 
I 28慣 9428万円
L29億 1834万円

14億 1683万円 l 
-20.9% 17億 9132万円|

-22.1% 
6~3650万円

亡8偲 1671万円

-2.7% 
3偲 8079万円

「一ー3偲 9142万 円
T一

-5.4% 3{愚7850万円
「一4{窓 26万円

+5.5% 
，J14{f¥2793万円

297億 7718万円

区 分 収入額 支出額

国民健康保険事業 60鎗2426万円 59億2169万円

土地区画整理事業 3億2641万円 1億7285万円

公共下水道事業 38億9193万円 38億4987万円

手賀沼浄化事業 11:意4022万円 1億3649万円

老人保健 67億 978万円 66億6990万円

公共用地取得事業 7702万円 7702万円

止匙 計 171億6962万円 168億2782万円ロ

差し引き

1億 151万円

差し引き

-5億467万円

184明 6101万円
185鍍 6086万円
30億 51306万円
19億 71185万円

?7{f~6609万円
19<<i!2309万円

15億 4880万円
17憾 4480万円

15徹 2万円
7億 8682万円

14償 3552万円
15偲 2948万円

9億 7662万円
9憶 5524万円

71M 1980万円
平成11年度から副段

6惚 12万円
5億 1420万円

4億 9406万円
4億 8923万円

3億 1150万円
3億 515万円

8493万円
8億 78万円

5億 8807万円
7億 1791万円

325例 4460万円

302億 9941万 円

一般会計予算の対前年度比較

V表5 11年度水道事業会計予算執行状況
。事業経営に係わる収支

水道事業収益 |水道事業費用

29u章7074万円 128億6923万円

。水道施設建設に係わる資本的収支
資本的収入 | 資本的支出

3億3560万円 I8億4027万円

11年度特別会計予算執行状況

増減率(%)

第1024号

収入

市税

地方交付税

国庫支出金

市慣

繰越金

交付金

県支出金

地万特例交付金

v表1

日I
v表 4
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“いい風景みつけよう"

鳳崇写真コンテスト
第 5回

= 、=
今
年
も

H

い
い
風
致
み
つ
け
よ

う
H

を
合
い
言
誌
に
、
風
m
M
写
れ
(

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

応
非
作
品
の
中
か
ら
、
俊
秀
な

rt). 

すてきな作品をお寄せください

作
品
を
表
彰
し
ま
す
の
で
、
柑
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
小

・
中
学

生
の
作
品
も
大
歓
迎
で
す
。

V
テ
l
マ

我
孫
子
の
張
問
・:
①

緑
泣
か
な
風
長
②
一
庇
史
文
化
を

感
じ
る
風
景
③
水
と
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
風
長

eH
枯
ら
し
ゃ
営
み

の
あ
る
風
公

V
作
品
規
格

カ
ラ
l
凹
ツ
切
り

判
(
ワ
イ
ド
判
も
可
)

V
応
募
期
限

8
月
引
日
(木
)

V
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
(
市

外
在
住
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
)

V
応
募
規
定

①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
1
人
5
点
ま
で

②
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん

③
作
品
に
応
砕
誤
(
都
市

計
画
制
、
支
所
、
行
政
連
絡
所
に

用
恕
)
を
添
付

@
入
口
作
品
の

第

一
使
用
柿
は
市
に
帰
属
し
ま
す

V
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ

一T
2

7
o
l
l
l
9
2
我
孫
子
市
我
孫

子
1
8
5
8我
孫
子
市
役
所
都
市

計
画
縦
長
観
推
進
担
当
官
(
釘
)
1

1
1
1内
線
5
7
7

内同向的向的向的向的向的向的向的向的制帥向的向的向凶向的制的制凶向1
3 岨lIìr.i・哩櫨諸事画面河~'iIU I 
~'-'事欄思盤宝田慣 U 7月は 3 
3 回忌~唖緬理由』々でfT “、"J... 1.両円.. i L.. 、~ム，， ~
~~掴且淘匝事~.虚ぷ :(..トMヨド~t.lFI" (τh  慣習n ， 
~ ~邑:「池通う 〓玄 .~ウ~ 'QI、'j '0) ~初 j

i置邑温.慢温と1 強調月間 i
i哩且lL-.3~曝や非行の川会を目指して j
z一一一一ー~一一一ー
~ fi''''' い 4 官 V ご 動生 Tiiiの保保 な杜あめちのす 3 
~ 85間 ず日己 活 協市をので皆謎謎 7 j事会わ 、の|坊ベ社 gsγい れ尖 i動 力民行援「さ焔 司月 励をせ そ 吏 止 て会 5
~ ~ 合 も γ 我 日 をの い 助少ん人会 3 で築てれ 生 とのを

司 h 午 : 係 . お皆ま 」 王手が会 、日 n こ 犯ぞに 、国 明
i長 後湖子 場 願さす;をの 、、 京 と 習う搾れつ罪民る 3

3内 6 北肌 所 いん 目非市稲芯 4 と や の い をが く Z
抑制 生 11寺駅 ・ しの 棋行内社飾臼 す ~I~ 立 て犯 犯す 宮
き 3、活か ・ 天 7 ま迎 に防各団地に る行場迎し ~m るき
~ (5支ら布ヨ三月 ず励 啓止駅体区は 全ので IrjT~ た や述 Z
~ 9援 7 佐台:3 0 へ 発 と の な 更 、 固な力を人非動 3
3 2巣 H寺町駅 日 の 活吏駅ど生市 的いを深た行は Z
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d揚

自
薦

・
他
薦
を
問
わ
ず
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

(5) 2000.7.1 

我
孫
子
市
景
観
賞
は
、
平
成
9

年
度
に
創
設
さ
れ
、
昨
年
度
は

「
棋
戸
新
聞

桝
同
佐
平
治
氏
宅

の
塀
と
船
戸
の
森
下
の
湧
水
」
と
、

「相
尚
一新
聞
名
主
宅
(
井
レ
誠
治
氏

宅
)
」
が
骨
組
立
に
、

「
湖
北
台

7
丁
目
の
け
や
き
並
木
」
が
景
観

奨
励
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
第
4
回
の
長
観
賞
を

募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
ま
ち
の
風

訟
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
ま
ち
な
み
の
民
慨
を
よ

く
し
た
り
、
我
孫
子
ら
し
い
円
以
観

を
守
り
、
古川
て
て
い
る
個
人
、
団

体
は
い
ま
せ
ん
か
。

向
席
、
他
府
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

V
対
象

-
市
内
に
あ
る
建
築
物
な
ど
(
工

作
物
、
広
告
物
を
含
む
)
で
:
・①

周
囲
の
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ

ン
、
色
彩
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る

②
空
間
を
有
効
に
利
用
し
、
市
民

に
親
し
ま
れ
、

ゆ
と
り
を
与
え
て

い
る

③
景
観
向
上
の
た
め
先
噂

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

@

植
栽
な
ど
を
有
効
に
利
用
し
、
周

辺
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
る

⑤
自
然
環
境
へ
の
配
廠
や
歴
史
文

化
的
環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
い

る
も
の

E
市
内
に
あ
る
緑
地
や
水
辺
な
ど

で

:
①
景
観
上
、
市
民
に
親
し
ま

れ
、
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る

②
日
以
観
形
成
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
③
累
…
景
観
へ
の
配
慮
や
歴

史
文
化
的
投
観
の
保
存
と
再
生
を

凶
っ
て
い
る
も
の

E
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
個

人
、
団
体
で
:
・①
そ
の
活
動
を
と

お
し
て
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
る

②
一

定
区
域
で
長
年
に
わ
た
り
ル

ー
ル
を
作
り
景
観
形
成
を
図
っ
て

い
る

③
工
事
現
場
の
仮
囲
い
な

ど
で
周
辺
の
景
観
に
配
臆
し
て
い

る
も
の

V
表
彰

景
観
賞

・
景
観
奨
励
立

の
選
考
結
果
は
日
月
に
発
表
予
定

V
応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

都

市
計
画
部
、

支
所

・
行
政
連
絡
所

に
用
意
の
応
拡
用
紙
、

ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
、
対
象
の
名
称
(
団
体
名
)
、

所
在
地
、

推
薦
理
由
、
推
薦
者
の

住
所

・
氏
名

・
屯
話
番
号
を
明
記

し
、
8
月
引
臼
(
木

・
消
印
有
効
)

ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
市
役

所
都
市
計
画
課
長
観
推
進
担
当
官

(お
)
1
1
1
1内
綿
5
7
7
へ

マ寸
と
浄
の
い
比
め
の
科
学
実
験
講
座
ー

い
s

て

楽
、
し

く

学

ぼ

う

光

に

つ

「は
ん
し
ゃ
」
っ
て
、
な
ー
ん

だ
。光

が
ど
ん
な
も
の
か
、
鋭
や
プ

リ
ズ
ム
を
使
っ
て
実
験
し
、
最
後

に
万
華
鋭
を
つ
く
り
ま
す
。

V
日
時

7
月
お
日
(
火
)午
前
同

時
か
ら
正
午

V
場
所

市
民
因
性
館
布
佐
分
館

V
対
象

・
定
員

小
学
校
4
年
生

か
ら
中
学
校
3
年
生
、
先
活
白
人

V
諦
師

坂
口
美
佳
子
さ
ん
(
科

学
読
み
物
研
究
会
会
只
)

V
参
加
盟

加
…判

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

今

日
午
前
9
時
却
分
か
ら
、
屯
話
で

市
民
図
性
館
本
館
宮

(UC
I
-
-
o

へ

(湖
北
台

・
布
佐
分
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
も
申
し
込
め
ま
す
)

※
持
参
す
る
も
の
等
、
詳
細
は
申

込
者
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

県立養護学校流山高等学園

職業実習作品販売会
流山高等学園では、生徒が職業実

習で作った作品を販売します。

砂日時 ・場所 7月14日(金)午前11

時から午後3時、柏駅東口スカイプ

ラザ2階入口

砂内寄 卜一 卜パ、ソグ、ぺンケース、

手織り製品、染め物、野菜、小鉢皿・

湯飲み・花びんなどの陶臨器など

砂問い合わせ 県立養護学校流山高

等学固定~(48)0200

教 室名 開催日時 募集人数 参加費 持参するもの

5日(水)、19日(水)
各回7人 工房で製作したもの、

トール自由教室 ①10: 00......12: 30 300円
①13: 00 ......15: 30 (全4回実施) 筆、ボ口布

糸のこ押し絵教室 6日(木).13日(木)
各自 7人 300円不要布(18"'20an)‘あればちり

(連獅子人形) 10・00......15:30 めん数枚、おしぼり‘ハサミ

木工(一輪車プランター)8日(土)10:OO~ 15: 00 7人 300円 あれば木材

Yシャツリ フォーム 12日(水)、19日(水)
(化粧ケープまたは 名目 7人 300円 裁縫道具、古Yシャツ長袖1枚
前かけ)

10:00~ 15 : 0。

和服のリフォ ーム 13日(木)、 25日(火) 5人 300円 ほどいた和服 (9月まで第2
10 : 00~1 5:00 木、第4火に実施)全6回

牛和Tックでハガキを作る 15日(土)10:00~12:00 5人 300円 パスタオル、新聞紙

布わらじ作り 26日(水)13: 00~15 : 00 10人 300円 綿の布かシーツ

小袋作 ~J 27日 (木) 10 ・ OO~15:00 7人 300円裁縫道具

裂き織り体験
① 9:30~11 :30 午前ー午後

300円 やわらかい綿の布28日(金)①1 3 : 00~15 : 30 各6人

7局⑫繊同窃ωI~
。 リサイクル教室

〆

炉申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5a寺までに、ふれあい工房運営協議会

合(86)5500ヘ(いずれも定員になり次第、締め切り)

@家具のリフォ ーム・リペア相談 毎週土曜日午後1時から4時
。木工リサイクルア ドバイザー 毎日午前10時から午後5時(毎週月曜日の休館日を除く)

@おもち ゃの病院 毎週日曜日午後1時から5時
。おしゃれリフォームアドバイザー 毎週水 ・木曜日午前10跨から午後3時

※駐車スペースが少ないため、車での来場lまご遠慮ください。

@
市
民
国
密
館

@
湖
北
台
分
館

@
布

佐
分
館

。
移
動
図
密
館

合
(
倒

)1
1
1
0

8
(前
)3
0
5
5

8
(的
)1
3
1
1

8
(肝
)
0
9
0
9

場 所 日 時

市民会館 6日、27日(木)
第4会議室 16:00-16:30 

布佐分館 13日、27日(木)
おはなしのへや 16: 00-16: 30 
湖北台分館 14日(金)
児童書フロア 16: 00-16: 20 
※対象…4歳から 9歳までの方

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

6
月
げ
日
(
土
)1
8
月
6
日
(
日
)

移動:1.土、‘ー図警鐘τd-1J'，!電 1月の日程(荒天中肘

剛 日| 場 所 |時間(午後)

" I湖 北 地区公 民館 1 1 :20~1 :50
水|三| 中 峠亀 田 省公園 1 2 : 1 0~2:何

・'"柴 崎 台 4号公園13:00-4':00

木1 6 1 身体障害者福祉セント 1 2:00~2:45
l新 木北 公園13:00-4:06

金IJ.I久寺家あけぼの公園12:00-2:尋
211つくし野崎公園刺入口13:00'::記5

HJ三洋電機社宅入口11:30-=2:15 
水|三| カクラ イ家具駐車場作:30~市

ιv，台回 池尻公園13:20-=4:00

木I~:I 天王台東児童公園 12:00-=長5
271浅野 奇 3号公園13:10'::両日

|金1 1.41根戸近隣セン タ ー 1 2:00~元
281 つくし野 4 号公園東側入口 1 3:00~正55

vおはなし会

分布 分湖 場

館佐 館 1台t:: 所

y家j三く油 ?由

画 絵 絵
作

~~ ( 

13 4 5 ロロロ

点 点 点
........-........- ) 

絵画体身 牧和島 桑孝山

ルグ 害障 美 子、、
{宇

1プ|7福祉者 橋高東 坂田リ

良ょ

人セ
二 子う者

のン
、

皆タ
木裕鈴2 

さ |

んの 子

宍さ脅翼
11 

我第 第
花パ 子系35 --， 7 
と ン 子 回 写回

フー . 器 フ 墨 S {崖
ル私 とラ 絵 真 H し

画等のパ 人 ワ 同 。
名

形 | 主d岳子、 展 W
) リ

と展 = 」の

展 11 展 ，2dz』sr 

8 7 7 7 7 7 7 7 日/-/ /-/ 1/8 ~/ 1/2~/ 7 手呈1 28 24 22 15 

12i壬H'J 午目IJ 市壬目リ ? 圭目。
日日 臼 日
~~!2 10 は 10 lま10 時

午後午後F' 時 午後日7' 午後日7' 
612 午後

時42  時1f官E 間
時時7 5 ま 5 まか日寺 日寺 で 時

か 時:
でら り
) ) ) 

横内 横内 音日可s)カレ 松崎 我孫 坂本 H S 主

宮明 包 チ 君子 君。 催

84美 82ヤ 87墨 ã2 ~ 問)絵 ) の
6 8ォ 1同 44 2Z し1

2 5レ 9好 。.6.. 
Eコ7 5ン 9会 7 わ2 6ジ 。。
せ

闘;:;1磁B孟竃置111:11
入場無料

。

ぴ

句

ま

さ

五
月
初
旬
に
日
秀
地
区
の
「
将

か
ど門

の
井
戸」

を
訪
れ
る
と
井
戸

の
周
辺
に
花
を
つ
け
た
オ
ド
リ
コ

ソ
ウ
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ド
リ
コ

ソ
ウ
の
茎
は
四
角
で
、
節
に
は
茎

を
と
り
ま
く
長
い
毛
と
花
が
並
ん

た
ん
ha
・9
L
a
〈

で
い
ま
す
。
花
は
淡
黄
色
の
も
の

や
ピ
ン
ク
色
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

花
の
底
に
は
多
く
の
鋭
が
あ
り
、

才伊リコνゥ
(しそ科)

ハ
チ
が
よ
く
訪
れ
ま
す。

d
hvあ
、

花
の
簡
に
ハ
チ
が
潜
り
込
む
と
、

体
に
花
粉
が
つ
く
の
で
、
次
に
訪

じ
ゅ
ふ
ら

れ
た
花
を
受
お
さ
せ
ま
す
。

「踊
り
子
草
」
の
名
は
、
節
の

所
に
輸
を
作
っ
て
並
ぶ
花
の
形
を
、

「踊
り
子
」
に
見
立
て
た
名
だ
と

い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
踊
り
子
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
ヒ
メ
オ
ド

リ
コ
ソ
ウ
の
方
が
ピ
ッ
タ
リ
で
、

み
も
ぽ
た

四
月
頃
、
道
端
に
群
生
し
た
梯
子

台
6

・c

は
、
正
に
踊
り
子
が
並
ん
で
踊
っ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

今
で
は
外
聞
か
ら
入
っ
て
来
た

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
の
方
が
多
く
、

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
は
珍
し
い
立
に
な

っ
て
し
・
ま
い
ま
し
た
。

H
M
-

、h
H

ド
レ

「
箱
根
路
や
踊
り
子
草
も

道
の
端
」

ひ

ぴ

女

(文

・
写

真

佐

久
間
俊
行
)



(6) 一-、=rI)i d努 2000.7.1 

健康

ガイド

脳
卒
中
予
防
教
室
(
主
4
回
)

V
日
時

・
場
所

7
月
初
日
(
水
)

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
叩
分
、

保
他
セ
ン
タ
ー

(
受
付
は
午
後
1

時
か
ら
)

※
第
2
回
は

9
月
初
日
(火)、

第

3
回
は
日
月
沼
田
(
火
)
、
第
4
回

は
来
年
1
月
幻
自
(
火
)
を
予
定
。

V
内
容

①
鵠
演

「
5
年
後
も
今

の
ま
ま
元
気
に
生
き
よ
う
」
排

e-BU-と

師
・:
西
域
民
人

(
他
山
づ
く
り
生

き
が
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

②
我
孫
子
市
民
の
歌
健
康
体
操

V
対
象

山

圧
が
境
界
域
(
最
低

胤
圧
卯
1
%
削
向
、
最
高
山
圧
1

4
0
1
1
5
9
m
h
)
の
方
、
ま

た
は
参
加
を
希
望
す
る
方

V
定
員

先
着

ω人
(
4回
と
も

参
加
で
き
る
方
を
優
先
)

V
参
加
賀

川川…判

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

氾

話
で
保
他
セ
ン
タ
ー

宮
(幻
)
1
1

3
1
へ

成

人

歯

科

健

診

V
期
間

9
月
1
日
(
金
)
か
ら
日

月
知
日
(
木
)
ま
で

(
政
府
知
科
)

V
場
所

市
内
の
委
託
医
療
機
山

V
対
象

市
内
在
住
の
刊
歳
か
ら

mw歳
に
な
っ
た
ら
老
人
保
健

老
人
保
健
は
、
初
成
(
寝
た
き

り
な
ど
の
方
は
臼
成
)
以
上
の
方

が
、
加
入
し
て
い
る
他
成
保
険
の

資
格
は
そ
の
ま
ま
で
、
医
療
世
の

負
担
が
峰
滅
さ
れ
る
制
度
で
す
。

初
成
の
誕
生
日
の
盟
月
1
日
か

ら
(
誕
生
日
が
1
日
の
方
は
そ
の

月
か
ら
)
、
白
成
以
上
の
寝
た
き

り
な
ど
の
方
は
認
定
を
受
け
た
月

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

老
人
保
他
医
療
受
給
者
証
と
加
入

し
て
い
る
他
山
保
険
証
、
他
市
附
手

帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

@
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

一
つ
の
陪
般
機
関
に
支
払
う

一

部
負
担
金
は
下
衰
の
と
お
り
で
す
。

入
院
の
場
合
は
、
別
に
食
事
代

の
負
担
が
必
裂
と
な
り
ま
す
。

。

一
部
負
担
金
の
特
例

人
工
肝
臓
を
実
施
し
て
い
る
世

性
肝
不
全
、
血
友
病
、
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後
天
性
免

日曜祝日に病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ

疫
不
全
症
候
昨
の
場
合
は
、
医
療

技
の

一
部
負
姐
金
の
限
度
舶
が
、

同
じ
医
療
機
山
ご
と
に
l
カ
月
1

万
円
と
な
り
ま
す
。

※

「
老
人
保
他
特
定
疾
州
出
必
受

栂
柾
」
(
介
護
支
援
泌
へ
巾
消
)

が
必
裂
に
な
り
ま
す
。

。
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
も
の

コ
ル
セ

ッ
ト
な
ど
の
医
師
が
必
.

裂
と
認
め
た
治
療
用
装
具
代
な
ど

は
、
医
療
機
凶
に
支
払
っ
た
金
額

の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
基
準
額
で

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
明
放
な
ど
輸
出
三
事
引
か
ら
悔

刊
を
受
け
た
場
合
に
も
、
必
人
保

他
で
治
械
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
軒
擦
と
同
時
に
、
介
護
支

援
諜
に
も
届
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
助
合
、
市
が
医
療
機
関
に

医
療
費
を

一
時
立
て
替
え
て
支
払

い
、
後
日
加
害
者
に
前
求
し
ま
す
。

@
高
齢
者
療
養
見
舞
金
制
度

受付時間
午前9時から11時30分

内科 ・小児科…午後1時から 4時30分

歯科 …午前9時から11時30分
持 参健康保険証と診療費

電話番号(87)7020(診療時間内のみ)

V二次救急病院(休日・夜間当番病院)

老
人
保
他
で
、
継
続
し
て
2
カ

月
以
上
医
山
問
機
関
に
入
院
し
た
助

合
、
-
万
円
の
凡
針
金
が
l
年
に

l
回
を
限
度
に
支
給
さ
れ
ま
す
o

v申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

介
護

支
援
説
医
療
介
護
係
官
(釘
)
1
1

1
1有
線
4
1
4
・
4
1
5

V窓口で支払う一部負担金

外来(1固につき) 530同 1カ月 4固まで負担
(iit高で2，120円まで)

市県民税非課税世帯等の方は、同じ医

入院(1日につき)1.200同
堅税て世い持稽臨る方等の(a:詑方で1にBま老5∞f齢円う福高祉こ官な年民金り額まをす受.五け

※市県民税非課ヘ申税請世得)が等必の要方にはな. r入院崎一部負担金限度額認定証J
(介護支援課 ります。

7月/日 病院名 電 話

2日 アピコ外科整形外科病院 84-7321 

9R 平和台病院 89-1111 

¥6日 我孫子聖仁会病院 88-311.1 I 

20・308我孫子東 jll病院 82-8166 

23日 我孫子つくし里子病院 84・2211

Z頁 目 期日 時 間 支ぜ 象 内 容 (その他)

7日
1 .2回目…妊娠 妊娠中 産後の生活、栄養、歯科

母 親学 級 受付
20週-27週の妊島1~ 衛生、亦ちゃんふれあい体験

(3回目は両親学紐)
14R 9:00-9:15 3 fol FI…1.2同 持参… i手 F健康手帳、~tJ己用具、

21日
日参加の妊品uと父 パスタオル(711)，1'!fブラシ(14日)
殺になる方、家族 * ml~首で F約

4カ 月児相 談
4日、日日 受付 平成12iF2)J生まれ 身体計測、栄~ .的科 ・ íÌ'氾相談など
18日 9:10-9:55 (N象児に通知1) 持参…fH健L貸手帳、パスタオルなど

育児 相 談 121i 
受付 乳幼児の育児につ 身体iJ!IJ定、栄1't'.的科.ff児相談
9:15-10:00 いて相』淡のある)i持参… l苦 '"他blil~R

小児ポマヒ生ワクチン 中 止( リオ)投与

1意6カ月児憧寵診査 611、13R
受付 平成10年12丹生まれ 持参…I:!r他bli下版、健診iI匹、
9:15-10:∞ (対象児に通知) 歯ブラシ (貌とチの2本)

受付 平成9{1二1IJI生まれ 希望.r.ーには、フ y化物塗布をします

2歳8カ月児歯科健診 27R 9:15-10:30 (j.t象児に通知) 持参…l主f飽Llt手帳、的ブラシ(貌
とf-)、コ ップ、タオル

3歳児健康診査 6口、13日
受付 τfloc8年12J1生まれ 持参…l主f他 !t手帳、健診菜、白プ
12・45-13:30 (対象児に通知) ラシ(裁と n、コ ップ、尿、アンケート

離乳食教 室 19n 
受付 乳児を持つ母親

簡単にできる緩乳食のっくり方、試
9:30-10:∞ 食 本m，Jiで予約 (先1120人)

肩こり・腰痛教室
101-1、17H 受付 日こり腰痛チ防の体操、~:&のs;丹、 幽の訴など

2411 13:ω-13:30 持参…f品!r手帳、体操のできる服?を

栄 養 相 記=-民e 随時 "，{1，;&で予約 指導を受けたい)iカロリーチェγ夕、市1・立アドバイス

酒 室cl 相 a日"米， 711 
13:30-15:00 

アルコール問題を グループミーティング

アルコール家族教室 14 FI .f'clえた本人、家族 お会(，~~にご相談ください

知
成
(
昭
和
お
年
4
月
l
白
か
ら

昭
和
話
年
3
月
引
回
生
ま
れ
)
の

方
。
(
治
療
中
ま
た
は
定
期
的
に

検
珍
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
)

V
内
容

曲
と
的
周
組
織
の
検

f

v
受
診
方
法

委
託
医
療
機
凶

(
通
知
川
に
名
簿
を
同
封
)
に
予

約
の
う
え
、

当
日
「
受
診
券
」

(
8
月
下
旬
に
発
送
予
定
)
を
必

ず
持
参

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ

ガ
キ

(ひ
と
り
1
枚

・
連
名
不
可
)

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
屯
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月

日
日
(
土

・
消
印
有
効
)
ま
で
に

湖
北
台
ー
の
ほ
の
凶
保
他
セ
ン
タ

ー
宮
(肘
)1
1
3
1

へ

芯
身
陣
害
児
の
就
字
・
教
育
相
践

V
日
時

7
月
引
日
(
月
)
、
8
月

1
日
(
火
)
・
2
日
(
水
)
の
い
ず
れ

も
午
前
川
時

・
午
後
1
時
・

午
後

2
時
却
分
か
ら
(
資
川
無
料
)

V
場
所

保
他
セ
ン
タ
ー

V
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る

n(87)1131 

7月の各種健診と健康教室

ンタ ー 湖北台 1の12の16保健セ

(
あ
る
か
も
し
れ
な
い
)
児
並

・

生
徒
ま
た
は
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
波
者

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

氾

加
で
7
月
川
口
(金
)ま
で
に
教
行

委

μ会
学
校
教
打
開
学
務
係
官

(お
)
1
1
5
1
へ

エ
イ
ズ
予
防
ポ
ス
タ
ー
諒
集

V
内
容

エ
イ
ズ
予
防
の
正
し
い

知
識
の
啓
発
、
忠
者
や
感
染
者
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
も
の

V
応
募
規
格

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切

り
回
用
紙
な
ど
。
画
材
は
自
由

V
応
募
資
格

県
内
に
在
住

・
在

勤

・
在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

V
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

作

品
の
寝
間
に
住
所
、
氏
名
、
年
附
、

氾
品
格
サ
、
学
校
名
と
学
年

(勤

務
先
)
を
明
記
し
、

9
月
8
日

(金

・
必
泊
)
ま
で
に
〒
2
6
0

1
8
6
6
7
千
誠
市
中
央
区
市
場

町
l
の
1
千
諮
叫
他
山

m進
政
感

染
拡
対
建
芸

0
4
3
(
2
2
3
)

2
6
9
3
へ
郵
送

健康メモ @

新生児の限脂め
の
に

生
後
す
ぐ
か
ら
限
脂
や
流
一
蹴
が

持
続
し
、
産
科
や
小
児
科
で
結
脱

炎
と
診
断
さ
れ
、
占
…
限
諜
を
つ
け

て
も
ち
っ
と
も
よ
く
な
ら
な
い
、

と
い
う
症
状
で
受
診
す
る
新
生
児

に
し
ば
し
ば
迎
過
し
ま
す
。

乳
幼
児
で
眼
聞
が
出
る
と
い
う

助
合
、
制
的
性
紡
脱
炎
が
拙
も
多

く
、
こ
の
場
合
は
紡
映
の
光
胤
を

作
い
ま
す
。
抗
生
物
質
の
点
服
で
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
1
迎
川
松
皮

で
な
お
る
の
が
通
例
で
す
。

結
脱
の
充
胤
が
怪
度
で
、
2
迎

間
以
上
限
脂
が
続
く
場
合
は
、
先

一

日
る
い
か
ん
へ
い
そ
〈

.

天
性
非
保
行
凶
器
を
焼
っ

て
み
る

一

必
袈
が
あ
り
ま
す
。

一

品
保
管
と
い
う
の
は
、
限
と
弘

一

を
結
ぶ
涙
の
通
り
迫
で
す
が
、

こ

↑

れ
が
生
ま
れ
つ
き
途
中
で
つ
ま
っ

一

て
い
る
の
が
先
天
性
必
涙
竹
山
邸

一

で
す
。

一

・
品
一
阪
管
が
つ
ま
っ
て
い
る
た
め
、
↑

制
問
感
染
を
起
こ
し
ゃ
す
く
、
眼

一

脂
や
流
一棋
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

一

る
い
の

-Hea-

-

診
断
は
眼
科
で
涙
麓
洗
浄
を
行

↑

い、

臓
の
逆
流
が
あ
れ
ば
確
定
し

一

ま
す
。
治
療
は
生
後
3
カ
月
位
ま

一

で
は
自
然
治
癒
が
期
待
で
き
る
の

↑

で
、
抗
生
物
質
の
点
眼
と
一以
接
部

↑

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
生

一

後
3
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
凶

器

一

の
癒
品
川
な
ど
が
起
こ
っ
て
き
て
白

↑

然
治
熔
が
朋
待
で
き
な
く
な
る
の

一

で
、
回
以
に
細
い
針
金
を
通
す
桜

一

辺
プ
ジ
ー
に
よ
る
外
似
廿
の
山
政

一

を
行
う
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

-

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医
師

一

会
宮
(部
)5
5
2
5

一一H
譲
り
ま
す
H

十

V
有

料

で

本
山川市
川
ス
ト
ー
ブ、

一
念
品
川
川
水
制

-
式

〈
川
山
宮
(
部
)

一7
4
5
3〉

一
H
摺
っ
て
く
だ
さ
い
H

一
・事
A
明
ベ
ビ

ー
カ
ー

〈
明
川

宮

一(
U
M
)
3
0
6
0〉

一
V
申
し
込
み

名
辿
絡
先
に
い
汎
接

一
雲
仙
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

※該当!J'でイ何人j副知が村かない)iは保健センターにおIillい合わせください

未熟児等発達相談 27 LI 受付 発注の遅れが心配 医師・相談u.保健対等による相談指導

13:00-14・∞ なl歳までの子 *述調1ft.以外はlrr訟で予約(地上長指導課)

療 コ同'" 相 雪ロJ火ヒ 271-1 
受付 整形外科的に心配 ~形外科医のi診察、保健婦の相談 ・
13:00-14:∞ な18歳未満の F 指;~持参…1J f-健1lr手帳

7ルコーJt.悩みごと相譲 311、17日 14:00-16:00 
アルコ ル|問題を 医師・相談日・保健紛等による相談
抱えた本人、家族 牢 WI"I~の相談は予約が必要

心の 健 康相 談
711、14日 14:00-16:∞ 

紛神病、初事11神経 医師・相次u.似健婦等による相談

21F1、28日 症で悩んでいる)i*嘱.itl:&のf11談は F約が必要

柏市柏25 5 (国道6号呼塚交差点付近)宮(67)1255柏保健所

俳句
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月5日 (必荊)。 ハガキで1人1作に|眠 ります。

応募先 干270・1192我孫子1858市役所広報室

短瓢
旦選
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さ
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篠
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山
山
谷
千
仙
子

山

川

口

払
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L
三

γ
h
mよ
ネ

L
寸

川

上

逃

也

須
藤
美
恵
子

田
中
栄
太
郎

松

浦

白

腕

同
-
ー

ι
r
e
h
γ

、

H
H
，川T

--政

今

井

岩

夫

山本 寛 太 選

υ

ι

g

A

マ

こ
ろ
こ
ろ
と
般
を
似
り
し
と
き
の
釧
浮
世
の
必
さ
を

し

ば

し

忘

る

る

良

市

光

千

円
の
日
に
山
ひ
求
め
た
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
亡
き
り

似

ひ

部

凶

に

飾

り

ぬ

組

川

山

阿

波
り
く
る
似
の
胤
に
身
を
ゆ
だ
ね
ゆ
る
り
と
な
る
古

川品
の
山

創
川

利

夫

R
U
つ
占

日
ら
か
に
五
月
の
空
に
立
ち
の
ぼ
る
明
水
に
向
へ
ば

力
わ
き

く

る

汗

木

正

子

た

を

疏
水
仙
あ
ま
た
手
折
り
て
我
と
同
じ
伴
似
亡
く
せ
し

ひ
と女

に

届

け

ぬ

小

山

礼

子

・
4

・βr
，晶、
vう

七
U
T
し怖
を
過
ぎ
て
手
紙
の
文
而
の
ぷ
に
「
A
H
乍
」
と

バ
く
や

う

に

な

る

小

林

山
江

う

た

1r幻
れ
の
文
学
広
場
に
汗
が
一
向
歌
を
述
情
い
な
る
い
叫
け
に

制・
↓小
し

只

る

る

山

内

均

点

江

U

4

9

A

m

 

汁
帥刊
の
収
般
始
め
し
小
路
地
町
来
.
腕
の
包
さ
ら
ひ
行

き

た

り

新

刷

苧

火

あ
な
ど
り
て
倣
ぷ
に
来
れ
ぼ
れ
を
お
ほ
ふ
主
よ
り
降

り
山
で
附
強
ま
り
ぬ

さ
谷

和
犬

そ
っ
じ
ゅ

h
e
q
岳

す
こ
や
か
に
卒
舟
越
え
ら
れ
し
雌
よ
り
亡
き
父
の
満

州
き
て
う
れ
し
き

山
円

魁

@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

ー
ナ
ー
へ
の
拘
減
申
し
込
み
は
、

-UAで
尚
仁
制
光
ぷ
消
沈
指
部
係

へ
ご
辿
桁
く
だ
さ
い
。

V
利
用
上
の
注
意

取
り
扱
う
け
川

物
は
、
日
川
雑
貨
な
ど
の
耐
久
的

奴
財
で
す
。
ぷ
却
や
円
動
ド
午
、
冷
い

き
物
な
ど
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ

硝
L
観
光
ぷ
宮

(む
}
l
i
-
-内
納
税
3
2
9



第1024号

夏
は
み
ん
な
と
プ
ー
ル
で
泳
ご
う

市
民
プ
ー
ル
才
l
プ
ン

一一、=
V
期
間

7
刀
初
日
(悦
)か
ら
8

刀
引
日
(木
}
ま
で

※
7
刀
お
円
(日
)の
午
前
中
は
、
利

用
で
き
ま
せ
ん

V
場
所

手
幻
沼
公
園
内

V
時
間

①
午
前
9
時
か
ら
日
時

②
正
午
か
ら
午
後
2
時

①
午
後
2
時
加
分
か
ら
4
時
珂
分

(
1
日
3
同
入
れ
特
え
制
)

@
却
川
貸
し
切
り
(
午
後
5
時
加

分
か
ら
7
時
却
分
)

V
料
金

・小
学
生
以
下

:-m川

・日
校
生
以
上
・:
1
0
0円

-m吋
川
貸
し
切
り
・:
5
2
5
0円

※
幼
児
と
小
学
校
3
年
生
以
下
の

お
子
さ
ん
は
、
高
校
生
以
上
の
方

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

V
問
い
合
わ
せ

教
育
委

μ会
体

を界d身

日~~睦蕗:H'î}j:j

世界で一つしかない作品を作ろう

も私も陶 芸家ボ ク

(7) 2000.7.1 

行
制
宮
(mw
)
7
5
5
5

小
学
校
ブ
ー
ル
開
放

。

一
般
開
放

V
開
放
枝

川悦戸
小、

湖
北
台
四

ト
、
制
化
ト
、
前
左
前
判
小

ノ

i
=
J

3
4
vl
J

V
開
放
日
時

7
月
却
日
(
日
)か

ら
8
月
6
日
(
臼
)午
前
9
時
か
ら

正
午
、
午
後
1
時
か
ら
4
時

v
m
H
用

保
料

※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
、

日
校
生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と

@
団
体
開
肱

V
開
放
校

我
孫
子
第

一
小
、
我

孫
子
第
二
小、

我
孫
子
第
三
小、

政
孫
子
館
山
小
、
笠
木
小
、
市
川判

山
小
、
洲
北
台
東
小、

新
木
小
、

庁
μμι

ー、

4配
l

心
F

，っ
V
日
時

7
月
引
臼
(月
)か
ら
8

月
4
日
(
金
)午
前
同
時
か
ら
正
午
、

午
後
1
時
か
ら
3
時
(
学
校
に
よ

っ
て
は
、
則
川
中
で
も
附
肢
で
き

夏
休
み
に
陶
芸
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
粘
土
か
ら
、
す

て
き
な
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

V
日
時
・
内
容

8
μ
2口

(
水
)
午
前
同
時
か
ら
午
後
3
時

:・
成
形
、
3
H
(木
)
午
後
1
時

か
ら
4
時
:・
削
り
、
同
日
(
金
)

午
前
川
時
か
ら
正
午
・・・
絵
付
け
、

Mm
臼
(
木
)
午
前
同
時
か
ら
正
午

-F
s
H
J」
・

3

.
μ
1
E
H
臨

n4相

V
場
所

湖
北
地
区
公
民
館

V
対
象

・
定
員

小
学
校
4
年

生
か
ら
中
学
生
、
先
活
お
人

V
参
加
費

1
0
0
0円
(
材

料
針
合
む
)

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
教
宅
名
、
住
所
、
氏

名
、
氾
訓
帯
ひ
、
学
校
名
、
学

年
、
係
官
占
有
名
を
別
記
し
7
月

同
日

(金

・
必
消
)
ま
で
に
政

孫
子
1
6
8
4教
育
委
日
会
社

会
教
育
課
宮
(訂
)
1
1
5
1
へ

な
い
日
が
あ
り
ま
す
)

V
利
用
で
き
る
団
体

P
T
A
、

子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
な

ど
(
い
ず
れ
も
、
学
区
内
児
武
)

V
費
用

無
料

V
団
体
開
放
の
申
し
込
み

7
月

7
日
(
金
)ま
で
に
所
定
の
用
紙

(
各
団
体
開
放
校
に
用
立
)
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
校
へ
提
出

V
問
い
合
わ
せ

教
育
委
只
会
体

行
訓
告
(幻
)7
5
5
5

千
一
応
県
で
は
、
毎
年
4
月
か
ら

叩
月
に
か
け
て
光
化
学
ス
モ
ァ
グ

注意報が出たら外での激しい運動は止めて

の
脱
税
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注

立
報
」
が
発
令
さ
れ
た
助
令
、
防

災
行
政
側
…制
で
市
内

一
汗
に
肱
送

す
る
ほ
か
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
文

所
な
ど
に
発
令
板
を
制
示
し
て
、

押
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、

6
川
か

ら
9
月
の
立
場
を
小
心
に
、
附
一大

で
気
品
が
向
く
風
の
弱
い
日
に
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
出
外
で

の
激
し
い
迎
動
は
、
で
き
る
だ
け

避
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た、

ス
モ
ッ
グ
の
以
困
と
な

県
女
性
セ

ン
タ

I
相
談
と
講
習
会

女
性
の
た
め
の
相
談
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
悩
み
巳
専
門
の
相
絞

員
が
お
答
え
し
て
い
ま
す

県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日

の
怒
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
女
性
の
悩
み
に
つ
い
て
、

相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
弁
謎
七
に
よ
る
法
作
相

談
、
粉
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

相
談
や
、
専
門
の
女
性
相
談

μに

よ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
位
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日
程

①
電
話
相
骸

月
刷
日
の
休
航
日

を
除
く
毎
日
、
午
前
9
時
加
分
か

ら
午
後
4
時
(
火

・
木
昭
日
は
午

後
8
時
ま
で
)

②

一
般
面
接
相
訟

(
氾
話
で
の
予

約
が
必
要
)

毎
週
水
附
口

③
専
門
相
践
(
氾
話
で
の
予
約
が

必
袋
)

・
こ
こ
ろ
の
相
獣
毎
日
刀
節
3
火

印
刷
口

・
法
律
相
験

毎

月

第
4
木
附

u

.
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
毎
週
金
岨
H

V
場
所

県
女
性
セ
ン
タ
ー

(柏

市
柏
の
荒
4
の
3
の
1
・
き
わ
や

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
)

V
予
約
申
し
込
み
・
相
談
連
絡
先

女
性
セ
ン
タ
ー
相
談
室
宮
(
柑
)
8

6
0
5
 

人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー

学
校
の
中
の
ジ
エ
ン
タ
ー
フ
リ
ー

県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は

「ジ
エ

ン
ダ
l
フ
リ
ー
に
敏
感
な
教
育
者

に
な
る
た
め
に
」
を
テ
l
マ
に
抽

出
を
山
講
し
ま
す
。
出
火
不
平
等

な
扱
い
、
性
別
役
相
を
同
定
化
す

る
こ
と
の
な
い
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
教
育
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
学
び
、
ジ
エ
ン
ダ
i
に

敏
感
に
な
る
力
を
身
に
付
け
ま
す
o

v
日
程

8
月
4
日
(金
)、

9
日

(水
)、

犯
日
(
水
)
の
い
ず
れ
も
午

前
日
時
か
ら
午
後
O
時
却
分
、
午

後
l
時
却
分
か
ら
3
時

(各
口
ご

と
の
受
講
司
)
、
従
則
無
料

V
場
所

叫
ん
外
性
セ
ン
タ
ー

マ
対
象

・
定
員

川
町
内
従
住
・
伝

助
の
救
出
川
将
、
名
川
先
叫
VM
印
人

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

電

話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
消
庵
名
、

住
所
、
氏
名
、
氾
ぷ
番
号
を
明
記

し、

7
月
お
け
(
火
)
ま
で
に
一
T
2

7
7
10
8
8
2柏
市
柏
の
泌
4

の
3
の
1
川
女
性
セ
ン
タ
ー
宮

(刊

)
8
6
02
へ

る
笠
紫
酸
化
物
の
排
出
を
削
減
す

る
た
め
、
車
の
迎
転
は
で
き
る
だ

け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
版
科
で
、

口
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど
が

州
ん
だ
り
、

一肌
州
が
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
指
状
の
慌

い
助
合
は、

洗
限
、
、
つ
が
い
な
ど

の
応
急
手
当
て
を
し
て
か
ら
安
静

に
し
て
く
だ
さ
い
。

出
状
が
ι
山
一
い
場
合
は
、
述
や
か

に
医
附
の
珍
務
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

V
問
い
合
わ
せ

手
白
川
訓
公
山

対
策
係
官
(お
)1
1
1
1

子
ど
も
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ
募
集

一
緒
に
ま
つ
リ
を
も
リ
あ
げ
ま
し
ょ
う

ゆ
月
羽
目
(土
)
に
開
催
す
る

「第
6
回
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り
」

に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
容
面
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
手
目
的
組
水
広
場
と

水
の
飢
で
「
手
川
以
前
ふ
れ
愛
フ
エ

ス
タ
」
と

一
紺
に
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
生
ま
れ
打
っ

た
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
巾
で
、
楽

し
い
思
い
山
を
た
く
さ
ん
作
り
、

心
に
夢
と
希
望
が
行
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
協
会

(
A
I
R
A
)

国
際
交
流
弁
論
大
会
・
日
本
の
う
た
を
歌
お
う

国
際
交
流
弁
論
大
会

A
I
R
A
で
は
、
山
少
年
の
川

際
化
を

M
的
と
し
た

H

川
際
交
流

弁
論
大
会
H

を
山
似
し
ま
す
。

務
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
日
時

9
刀
却
H
(土
)
午
後
2

時
泊
分
か
ら
(
終
了
後
、
交
流
パ

ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
)

V
場
所

市
民
プ
ラ
ザ

V
テ
l
マ

国
際
交
流
に
関
す
る

こ
と

(偲
学
体
験

・
外
同
人
の
友

人
の
こ
と
な
ど
の
川
際
交
流
体
験
、

海
外
へ
の
あ
こ
が
れ
、
山
の
川
際

交
流
前
動
へ
の
提
案
な
ど
)

※
発
以
は
日
本
町
川

・
外
州
諸
を
問

わ
ず
、
-
人
5
分
以
内

V
対
象
・

定
員
日
成
か
ら
却
成

く
ら
い
ま
で
の
市
内
在
住
・
化

学
・
伝
助
身
、
山
人

(応
非
者
多

数
の
場
合
は
主
川
加
者
で
選
考
)

※
参
加
者
会

μに
参
加
貨
を
問
皐

V
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

川
口
U
ま
で
に
旭
川
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
A
I
R
A
m
p務
川
宮

(幻

)
1
2
3
1
、
囚
(泊
)
2
0
0

5
へ

(応
募
川
紙
を
郵
送
し
ま
す
)

日
本
の
う
だ
を
歌
お
う

外
国
の
方
と

一
新
に

H
本
の
う

た
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
終
f
後
は

テ
ィ
l

・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
交
流
し

ま
す
。
お
友
達
や
近
所
の
外
国
の

方
と
お
気
経
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
o

v
日
時

・
場
所

7
月
引
円
(
金
)

午
後
2
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

V
定
員

先
府
知
人

V
参
加
費

3
0
0円

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
刊
所
、

氏
名
、

U
HT川
待
な
を
明
記
し
、

7

万
円
け
ま
で
に
抜
孫
子
i
4
2
の

I
A
I
R
Aが
務
局
宮
(
幻
)
1

2
3
1、
回
(幻
)
2
0
0
5
へ

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

親
子
で、

友
述
や
職
場
の
仲
間
と
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
募
集
内
容

①
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
参
加
者
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・

ス
タ
ッ
フ
(
当
日

・
前
円
夕
方
)

@
参
加
希
望
の
方
を
対
象
に
脱
明

会
を
開
催
し
ま
す

V
説
明
会
日
時

7
川
8
U
(土
)

午
後
2
時
か
ら
3
時

V
場
所

中
央
公
民
飢

V
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
ま
つ
り

耶
務
向
田
淵
宮
0
7
0
(
6
6
4

5
)
1
1
0
5
 

9 

かむ子・のびる子 ・元気な子

同理コンク叶リ
幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食

生
活
と
、
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ

中央学院大学社会システム研究所

設立記念シンポジウム

V
日
時

7
川
日
日
(
土
)
午
後

l
時
却
分
か
ら
4
時
泊
分

V
場

所

小

火
山
r
院
大
川
下

(杭

市
場
あ
り
、
政
孫
チ
駅
北
円
か

ら
無
料
込
迎
パ
ス
迎
行
)

V
内
容

-21世紀への新たな挑戦一

*
基
閤
鵠
演
「
海
洋
と
人
類
の

未
来
」

酷
削
・:
エ
リ
ザ
ベ
ス

・

マ
ン

・
ボ
ル
ゲ
l
ゼ
さ
ん

(カ

ナ
ダ

・
ダ
ル
ハ
ウ
ジ
!
大
半
数

崎
、
川
際
海
洋
法
学
会
終
身
名

作
-会
長
)

※
川
時
過
況
が
つ
き
ま
す

ヂ
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
洋
国
日

本
の
未
来
」

出
席
・:
ポ
ル
ゲ

1
ゼ
教
授
、
布
施
勉
(
柿
浜
市

立
大
学
教
授
)
、
間
滞
邦
彦

(立
命
館
大
学
教
授
)
、
生

m

市
夫

(中
央
学
院
大
学
学
長
)
、

米
山
町
太
郎

(同
大
学
社
会
シ

ス
テ
ム
研
究
所
答

μ教
慌
て

酔
'
ψ
p
b
u

山
弁
M
H

(
川
研
究
所
存

μ研
究

μ
)ほ
か

マ
定
員

2
5
0人

V
参
加
賀

川燃料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同

研
究
所
が
務
諜
宮
(幻
)
6
5
2

2
、
回
(但
)
6
1
3
7
へ

る
習
慣
づ
く
り
の
た
め
の、

ア
イ

デ
ア
献
立
作
品
を
器
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
、
ひ
ら
め
き
と
て
夫

で
、
す
て
き
な
献
立
を
お
市
せ
く

だ
さ
い
。

V
応
募
作
品
の
条
件

①
子
ど
も
向
き
の
献
必

③
家
出
な
ど
で
利
川
で
き
る
献
伝

③
丈
夫
な
耐
や
か
む
-M
を
必
う
献

立
(
作
品
は
、
米
発
ぶ
の
も
の
に

限
り
ま
す
)

V
材
料
貸

4
人
分
で

1
0
0
0

円
か
ら
2
0
0
0円
ま
で

V
応
募
資
格

川
町
内
に
伝
住
、
復

勤
、
廷
で
て
い
る
方

V
表
彰

代
川
知
謀
査
で
滋
ば
れ
た

募集
~ 

II 献

カ
に
、
9
月
一山
U
(口
)に
千
葉
山一括

生
短
期
大
学
で
実
際
に
訓
型
し
て

い
た
だ
き
、
以
優
秀
1
点
、
優
秀

件
以

2
点
、
住
作
9
山
…
を
ぷ
彩

V
応
募
方
法

応
必
出

(保
他
セ

ン
タ
ー
に
川
立
)
に
i
人
1
食
分

の
献
丘

(制

・
吋
・
夕
食
の
別
)

を
別
記
し
、

一rJ
川
(ま
た
は
イ
ラ
ス

ト
を
添
え
て
、

7
H川お
日

(火

・

消
印
打
効
)
ま
で
に
〒
2
6
3
1

0
0
3
5千
葉
市
稲
毛
医
稲
毛
町

5
の
6
1
6
の
1
フ
セ
ハ
イ
ツ
ー

の
1
0
1
(社
)千
…
梨
県
歯
科
術
生

七
会
へ
郵
送

V
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

包
(
幻

)
1
1
3
1

柴
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
伴
う
縦
覧

上
地
一
肌
岨
税
理
法
第
百
条
の
脱

定
に
よ
り
、
抜
係
，

r抑
制
市
川
川
州
引

業
柴
附
七
地
区
画
幣
刑
叫
が
業
の
恨

業
計
阿
の
変
史
に
伴
、
つ
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

こ
の
事
業
計
画
の
利
忠
関
係
者

で
な
凡
の
あ
る
い
刈
は
、
川
法
川
条

第
2
羽
の
規
定
に
よ
り
、

8
刀
2

け
(
水
)
ま
で
の
川
に
、

川山
知
引
に
怒

川
ん
代
け
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

V
縦
監
期
間

7
月
6
H
(木
)
か

ら
7
川
ゆ
け
(
水
)
ま
で
の
午
前
8

時
泊
分
か
ら
午
後
5
時

(上
・
リ

附
け
も
実
施
し
ま
す
)

V
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

区

阿
狭
型
訓

(市
役
所
点
別
館
1
附
)

宮
(
釘

)
1
1
1
1内
線
5
5
4



第1024号

あまくらなお や

天 倉直哉 〈ん
(柴|崎台 ・l歳 iカ月)

回目 回 国
|市民ハイキンヴ教室l
'日時 7月29日(土)午前 6時、

市役所正面玄関出発 (雨天笑施)

惨煽所 那須 (南月山~茶臼岳ま

で約?同1コース、約4時間)

惨対象・定員 市内在住の小学校

4年生以上の方、 40人 (応募者多

数の場合は抽選)

'参加慶 大人2000円、中学生

以下 1500同 (昼食は各自持参)

'申し込み・問い合わせ ハガキ

( 1枚に4人まで)にハイキング

教室、全員の住所、氏名、年齢、

性別、包話番号を明記し、 7月 10

日 (月 必着)までに古戸696教

育餐員会体奇課包(87)7555ヘ

116回ふれあひウ方ーキンヴ
~歩く・ 話す ・貰達の輔~

静日時 7月22日(土)午前8時集

合 (雨天中止)、〈参加無料〉

ー集合煽所湖北駅南口階段下

炉コース 将門神社~中里市民の

森~浅間神社~布佐市民の森~布

佐駅 (?キ口、約 2時間30分)

'指参 帽子、飲み物

"'$し込み・問い合わせ ハガキ

に行事名、参加者全員の住所.氏

名.年齢‘電話番号を明記し‘ 7

月10日 (月 ー必着)までに古戸696

教育委員会体育課怨(8ワ)ワ555ヘ

目工コピュアあびこのエコヲツキンヴ
コミを出さない調理の工夫

静日時 7月 138(木)午前 10時か

ら午後 1時 (参加無料)

ー渇所 湖北台近隣センター

'定員 先着 15人
l!ん

..，~さ参 エプロン‘三角m

ー申し込み・問い合わぜ 電話で

7月8日まで渡辺公(88)8991ヘ

|市民ソフトテニス教室l
-日時 7月22日からの毎週土

白鴎日午前9時から 11時 (会8回、

雨天の場合は延期)

ー渇所・定員 手賀沼公園庭球場

・.20人、 湖北台中央公園庭球場

10人 (いずれも先替JlI買)

ー対象 市内在住在勤・在学者

(中学生以上)

b参加資 1000円 (8回分)

怪申し込み・問い合わせ ハガキ

に教室名、住所、氏名、年齢、性

別、電話番号.希望会場を明記し、

7月15日 (土ー必着)までに根戸

894の45縫名康雄ft(69)3434ヘ
rr= ー 着てみませんか

ゆか九」 着せてみませんか

b日時 7月23日(臼)午前 10時か

ら正午、午後 1時から3時(無料)

b燭所 湖北台近隣センター

ー定員 先着各20人

おおうちれ な

大内玲奈 ちゃん
(iMJ北台 ・1歳3カ月)

運動 ~. 
.....圃.

一、=

親と子の手賀沼船上学習会

砂日時 8月 19日(土).20日(日)

いずれも午前 10時から午後 3時

砂湯所手賀沼親水広場

惨内容 自然や水質の観察.廃食

油からの石けんづくりほか

砂対象 ・定員小学 4年生から中

学生とその保護者、各日 30名 (応

募者多数の場合は始選)

P参加賀 無料 (弁当持参)

惨申し込み ・問い合わぜ 包Eきま

たはファクスで7月7日までに同

|市民ゴルフ大会 Ii施設会側 0555.困問 ω36へ|

I I市民水泳大会 |
|市民水泳教室 |

孫子ゴルフ僕楽部(雨天実施)

惨対象・定員 市内在住の方、

200人(応募者多数の場合は抽選)

降参加資 3000円

炉プレ一貫 約 2万円 (昼食代等

は各自負担)

惨競妓万活 18ホーjレ(新ぺリア)

惨申し.il!み ・問い合わぜ 往復ハ

ガキ (1人 1枚)に大会名、住所‘
ふリti'.;

氏名‘性別、生年月日、電話番号.

ハンディキャップを明記し ‘7月

10日 (月 ・必怒)までに古戸696

教育委員会体育課ft(8ワ)ワ555ヘ

目バドミントン連盟
第 18回混含タプルス大会

砂日時 ・渇所 7月30日(臼)午前

9時、市民体育館

惨種目 混合ダブルス 1・2・3

部(1・2BBはオーブン)

砂参加賀 1人 1200円(中学 ー

高校生600同)

惨申し込み ・問い合わぜ ハガキ

に住所.氏名、電話番号、種目を

明記し、 7月1ワ日 (月必着)ま

でに湖北台7の21の92の5ο4

竹村のぞみ怨(8ワ)5446ヘ(夜間)

|市民ソフトボール大会i
'日時・燭所 ワ月238(臼)• 30 

日(白)、市民体育館野球場ほか

(雨天の場合は 8月 6臼に延期)

惨種目 男性の部 (男女混合司)、

女性の部

砂資格 市内在住・在勤-在学者

。市民水泳大会

惨日時 ・湯所 7月23日(日)午前

8時30分受付、市民プーjレ(雨天

実施)

惨種目 男女別 25mと50mの自

由形、平泳ぎ、背泳ぎ‘バタフラ

イ、 200mリレー (50mx 4人)

※リレーを除き‘1人 2稲田まで

惨参加資絡 高校生以上の市内在

住在勤 -在学者

砂参加賀 1人 1稽自300円、 2

稽包500円

砂申し込み ・問い合わゼ ハガキ

に参加種目.氏名 (高校生は保護

者の氏名‘承諾印を)、 生年月目、

所属、性別、電話番号を明E己し.

7月?8 (金 ・必着)までに船戸
ふみ

3の?の11中村史子会(82)3ワ6ワヘ

。市民水泳教室

砂日時 ・1易所 7月21日から31

Bまでの月・水・金曜日午後5時か

ら7筒、市民プール (雨天実施)

炉対象 18歳以上の初心者

惨定員先着30人

砂多加賀 1000円 (全 5回分)

砂申し込み ・問い合わぜ 往復ハ

ガキに教室名、 住所、設窓、年齢、

性別、電話番号を明記し、 7月 12

日 (水 ・必轡)までに上E己宛先ヘ

|チャリティコjレフコンペ|
惨日程 ・1易所 7月25日(火)、東

我孫子力ン トリークラブ

惨定員 先着 130人

砂参加費 1チーム3000円 惨参加賀 2000同 (プレイ白別)

※7月 15日(土)午後 6筒、市民体 惨競筏方法 18ホール (新ぺリア)

育館で代表者会読(参加貨を持参) ※募金のためオークションを実筋。

惨申し込み ・問い合わぜ ハガキ

にチーム名、種目、代表者の住所、

氏名、電話番号を明記し、 7月 12

8 (水・必者)までに湖北台3の
いVゐ

12の12吉田五泉怨(88)8386へ

|第31田小学生市民柔道大会|

砂日時・場所 7月9日(日)午前

10時開始、市民体育館

惨参加資格 市内在住・在学者

砂参加聖堂 200円

オークションへの品物提供も歓迎。

惨申し込み ・問い合わせ 煙話で

同クラブまま(82)4141へ

|茶道連盟奈会 |

惨日時・燭所 7月9日(白)午前

10時から午後3時

惨i易所 湖北地区公民館
ぞう旬い

惨席主 裏千家…亀山宗室 、 遠~'Ii

流・鋳JII禁第
惨席料 2席で 1000円

"'$し込み ・問い合わせハガキ 炉問い合わせ 小野公(82)6161

に住所、氏名、生年月日、学年、

電話番号を明言己し‘ 7月4日(火 -

必替)までに中峠 13⑪4星野栄台

(88) 1971ヘ
官声百官面ヲンザンブJ~ レ方ーネ
2000年記念 演奏 会

惨日時 ・燭所 7月9日(日)午後

|CD音楽クラブ会員|

ジャズ、 ポ‘ソプスなどのCDを

一緒に楽しみましょう。

砂創立会続日時 ・燭所 7月2日

2時開演、市民会館 (日)午前 10崎、市民会館(創立会

砂曲目 愛唱敬築「からたちの花J、 機当日はミーテイングのみ)

混声合唱組曲「水のいのち」ほか
とむ

惨賛聞出演 女声合唱団 「朋」、

「議議」ほか

砂申し込み ・問い合わせ でE箆て・

井上告(85)0194ヘ
。公共飽股利用の継続的怠活動は、

ー申し込み ・問い合わせ ~~きで 惨入湯料 900同(全席自由) 優先的lこ1易所ガ確保されている也

鈴木公(88)2806ヘ 砂問い合わぜ 鈴木含(85)0876 のではありまぜん。

回 国呂田
献血にご協 力を
~我弼子市商工会女性部~

惨日時 7月5日(水)午前 10時か

ら11時45分、午後1時から3時30

分

砂渇所湖北マイン庖前

惨問い合わぜ 商工会合(82)3131

|原爆被爆者 の方へ |
見舞金を支給します

市内在住の被爆者を対象に、 1

万同の見舞金が贈られます。

砂要件 被爆者健康手帳を交付さ

れている方で、 7月 18現在、我

孫子市に住民登録している方

"' $~渇方法 ・ 問い合わぜ 被爆者

健康手帳、印鑑を持参し‘ 7月21

日(金)までに生活支援談合(85)11 

11内線37ワヘ

|福祉のしごと就職ガイタンス |
砂内容 部演、各業種別の飽設関

係者による施設の説明、介護体験

コーナー 、相談コーナーなど

炉日時 ・潟南 7月 9日(臼)午前

10時から午後4筒、県教育会館

(千葉市中央区中央 4の 13の 10)

砂定員先む504人

惨参加盟 無料

炉問い合わぜ 千葉県信社人材セ

ンタ-ft043(248) 1294 

|一日国民生活金融公庫l
b日時 7月25日(火)午前9時30

分から午後3時
砂渇所 我孫子市商工会

惨内容 事業資金融資についての

相談 ('l!t用無料)

惨申し込み ・問い合わぜ 電話で

7月 17臼(月)までに商工会合 (82)

3131ヘ

伊
市民因性館

中央・湖北地区公民館

1:bの 博 物 館

市民プラザ

市民 会 主12

つ つ じ 荘

i!Y都千百も1:センター

市民体育館

ふれあ い 工房

内 回t旬ヨr、 日

2000，7，1 (8) 

市民活動団体実態調査

一緒に行っていただく方を募集

市では、市民企業・行政との

「協働のまちづくりJを実現する

ため‘ 「市民活動団体の実鰻調査」

を行います。この調査を市民の皆

さんと「手作りJで行いたいと考

え‘ボランティアで一緒に作業し

ていただける方を募集します。
ごろ

惨作業期間 7月から 9月頃まで

炉内容調査表設計、集計、分析

惨募集人員 5名

b応募締め切り 7月 10日(月)

砂報酬 終報酬となります

※詳しくは‘市民活動支媛諜市民

活動支援担当まま(85)1111ヘ

結婚50周年記念祝賀会
惨日時 ・場所 10月22日(日)午前

10崎、市民会館

炉内容 演芸会、記念品贈呈ほか

惨対象 市内在住で昭和25年 9月

1白から26年 8月31日までに結

婚された、夫婦ともに健在な方

惨申しiるみ ・問い合わぜ ハガキ

に住所、夫婦の氏名、 結婚年月目、

電話番号を明記し、 7月14臼 (金-

必忠)までに我孫子1858市役所介

護支援謀公(85)1111内線412ヘ

つぱめ共同保育園公開保育
b日時 7月8日(土)午前9時30分

から正午 (雨天実施)

惨燭所 つばめ共同保育園(中峠)

炉内容 リズム遊びほか

惨対象 就学前の幼児と保護者

砂指参 着替え、タオlレ

惨参加白 1人500同 (昼食代)

"'$し.il!み ・問い合わぜ 電話で

つばめ共同保育園公(87)5005ヘ

舎周の休館目
3(Jl)、10(月)，11(火)，17(Jl)，24(t1)，31(fD 

3(月)，IO(川、17(月)，20(祝)，24(川、31(J1)

3(Jl)、10(Jl)‘17(則、 21(金)、24(月)，31(fJ)

13(木)，20(初

3(Jl)、 10(月上 17(月l，24(}ll、31(jl) 

3(J1)、10(問、II(火)、17(月)、20(悦).24(}1)、
25(火l.31(f]l

31 (fl) 

3(Jl)， 10(月)、17(月)，24(f1)，3 1 (月)

相談等
時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約mlj)
6(オミ)，11 (ゾ'()， 18(メO. 市民相談 室

必 f!? 設t
25(火)9:30、15:30 (ヰζJr2IWf)

※予約は、 7月3日(月 )8:30か ら'jll聞で秘訪問:へ。

税務相談(予約mlj)121(金)10:00、15:00 本庁 11桁飼談室 収税 制!

※予約は、7月 17日(月 )8・30から氾話で収税課へ。

人柿相 談 27(木)10:00、15:00 西別館2階稲談室 生活文銀波

行政 相 談 27(木)10:00、12:00 市 民相談室 .f;e.・ ~ ， ~ p~ 

不動産相談
14(金)10:00、15:00

市 民相談 室
建築J行税 t.~

住 宅 相談 市 民ホール

交通:rJT.故 相 蹴 10(月)10:00、15:00 交 通 強 制 限 交通韓併u税
心の相談(予約制) 5(オ~) 1 3:30、 15:30 相キ11:総合相談室 制~t1:総合相議室

他府 相 談
7(王i):)10:00、11:15 つつ じ 荘 つつじ:l.E
14(金)10:00、11:15 西部綿布1:センター 西ß~福祉七ンター

健康づくりうんどう教室
1 2(オ~) I O:OO、 11 :00 事佐南公園内うんどう遊園

保健センター
21(金)10:00、11:00 天王台百畑附んどう組

健llf'生きがいづくり
11' 25(ゾ~)10:30、16:00

ふれあい福祉七ンター
相談(予約制) (社会福祉協議会向かい)

3・17・31(FJ)9:00、15:00ふれあい福祉センター 社会絹布1:

心配ごと 相 紋 10 (月)9:00、15:00 f呆f地センター 協議会

24(月)9:00叶 5:00 布佐市民センター本館

幸吉 ~{5: キQ Ul長 2'16(日)10:00、14:00社会稲祉協議会

この広報紙は再生紙を使用しています


